






























び生殖腺における性ステロイドホルモンの合成 ･分泌に対する低 pH 曝露の影響を､
日本に広 く分布するコイを用いて調べた｡




群 (pH7.0±0.2)各々の pHを維持 して 4週間飼育 した｡サンプルは､1N硫酸滴下開




の合成 ･分泌に対する影響を解析するため､血祭中の11サ トテス トステロン (ll-KT)
およびエス トラジオールー17β(E2)量を測定した｡
血祭コーチゾル量は､1N硫酸滴下開始 3時間後に既に 100ng/mlの高値を示 し､48
時間後まで高値を維持 した｡pH4.5処理開始 2 日後には約 10ng血1まで低下し､そ
れ以降漸次低下する傾向を示 したが､処理終了後まで対照群より有意に高値を示 し続
けた｡血渠IgM量は､処理開始 7日後には有意に低下したが､それ以降徐々に増加 し､
処理開始 28日後には元のレベルに回復 した｡細胞性免疫能の指標 として測定 した白血







同時に測定 した血祭性ステロイ ドホルモン量の変化では､雌雄の 11-KT量には有意な
変化は認められなかったが､雌雄のE2量はpH4.5処理開始 7日後に対照群の約10倍
に一時的に増加 し､その後徐々に低下 したが､その後 も対照群 よりも有意に高値を示
した｡このことから､低 pH環境が生殖腺での性ステロイ ドホルモン､特にエス トロ
ゲンの合成あるいは分泌を変化させる作用を有する可能性が示唆された｡
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